
Ⅰ　はじめに

2003年のペルー統計情報院年報によると、ペルーの総人口は約2,754.7万人で、そのうちの

29％近い約791.2万人がリマ首都圏に住んでいる。ペルーにおける都市人口比率は約72.2％、農

村人口のそれは約27.8％であるから、リマには都市人口の約45％が集中していることになる。

表 1はペルー人口の地域的分布を示しているが、リマをはじめとする都市の多いコスタ（海岸

部）の急速な増加は、シェラ（山岳部）からの人口流出の結果と見ることができる。シェラや

農村部における出生率は高く、極貧困層が高い比率を占めることもあいまって、都市への人口

流出の要因となっている。
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世界遺産にも登録され、スペインのにおいを漂わせているコロニアル・タウンのペルーの首

都リマ（Lima）も、とりわけ20世紀の後半からは、肥大化とスラム化という都市問題に悩まさ

れてきている。都市の数が少ないままに人口爆発を体験し、膨れ上がった農山村の極貧・貧困

層が、仕事と富を求めて大量に流入してきたからである。結果として、ブラジルのファベーラ

（favela）と同質のバリアーダス（非合法街区）が、リマの周縁部に多数誕生した。都市地理学

や都市社会学の視点でその形成過程と分布に注目し、そこでの社会生活の一端にも触れてみた

いと思う。
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表・図 1 　ペルーの地域別人口比率 

出所：Coleccion Huascaran, Lima 
　　　（Chambers 2005 による） 
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Costa：アタカマ砂漠（世界最乾燥地） 
Sierra：アンデス（世界で 2 番目に高い山脈） 
Selva：アマゾン（世界最大の熱帯雨林） 
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このようなペルーの都市化の特徴をまとめると、次のようになろう。まずは都市化のスピー

ドが急速であること、ついで少数の都市、主にリマに人口が集中していることである。さらに

は基本的ニーズを満たしている都市民と満たしていないものとの格差が大きいことや、都市に

居住する低所得層に対する差別があることなどがあげられる。それらの現状を確たる形で視認

できるものとしていわゆるスラムがあり、それを指標にしてリマの都市問題、ひいてはラテン

アメリカ途上国世界の都市の抱える問題の一端を浮かび上がらせてみたい。

Ⅱ　リマのアンデス化とスラムの出現

1 リマの沿革

リマは、インカ帝国を征服したF.ピサロ（Francisco Pizarro, 1475?-1541）によって、1535年 1

月18日に建設された。ペルーの海岸線のほぼ中央部に位置し、植民地期はペルー副王領の首都

として、スペインの南アメリカ植民地支配の中心地となり、南アメリカ第 1の都市として繁栄

した。図 2～ 6は、Juan Gunther Doeringuが撰し、序と注を記した“PLANOS DE LIMA 1613-

1983”
　 1）

に収録されている30図面の一部で、図 2（1. Reconstrucción histórica de José Barbagelata

hecha en 1945［1613］）は1613年のリマである。リマック川左岸（南部）の政庁を中心に、整

然とした碁盤目状の計画植民都市の体裁が窺える。その百年後の姿が図 3（6. Amédée Frezier

［1716］）であるが、リマック川右岸が少し開け、左岸の市街地が市壁で囲われたものの、都市

規模としてはさしたる変化はない。

1821年の独立以降はペルーの政治、経済、文化の中心として繁栄したが、大都市として目覚

しい発達を始めたのは、比較的最近のことである。独立当初の姿が図 4（8. José Barbagelata.

Lima en 1821［1944］）から読み取れるが、図 3のそれと明瞭な差異は認められない。だが19世

紀末の図 5（13. Cuerpo Técnico de Tasaciones［1896］）には市壁がなくなり、その外側へ新市

街が展開している様子が見て取れる。そして図 6（21. Enrique Silgado［1908］）が示すように、

20世紀初頭には、太平洋岸へ向けて街区が展開していっている。

大統領府やカテドラル（Catedral, 大聖堂）が面するアルマス広場（Plaza de Armas）周辺の

旧市街は、スペイン風の建築物や植民地時代からの古い教会が多く、ヒロン・デ・ラ・ウニオ

ン（Jiron de la Union）などの通りを中心とする繁華街は、狭い格子状の道路が広がっている。

これらの歴史地区は、1988年に世界文化遺産に登録された。これに対して、サン・マルティン

広場（Plaza San Martin）を中心とする新市街は、広い道路に近代的なビルが多く、旧市街とは

対照的である。1950年代以降の都市工業化の発展に伴い、地方農村部から急激に人口が流入し、

1940年代に70万に満たなかった首都の人口は、90年代には550万を超えるに至った。特にこの

急激な人口の都市集中過程の中で、郊外の新興住宅地の外に、これをとりまくようにスラム

（貧民街）（70年代以降プエブロ･ホーベン［pueblo joven 若い町］と呼ばれる）が形成され、大

きな問題となっていった。
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2 首位都市リマとアンデス化

産業革命の遅れた、または未体験の発展途上国には、都市が少ない。少ない中で植民地期の

首都や一部の港湾都市（かつての一次産品積出港）のみが大きく、他の都市（ほとんどがコロ

ニアル･タウン）との格差が大きいのが特色である。ペルーもその例にたがわず、植民地時代

からリマへの中央集権化が進み、総督府の置かれていたリマが、第二都市アレキーパ
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図 2 1613年のリマ 図 3 1713年のリマ

図 4 1821年のリマ

図 5 1896年のリマ

図 6 1908年のリマおよび近郊 （図2～6は“PLANOS DE LIMA 1613-1983”所収）


